
 

 

 

沖縄県協会 

「防犯カメラ」を寄贈しました 

 沖縄県協会（会長：本間弘幸 住友生命沖縄支社長）は、沖縄県警察本部のご推薦に

により、小禄・豊見城地区防犯協会様（会長：津森義弘）へ防犯カメラを寄贈しました。 

＊設置場所：沖縄都市モノレール「ゆいレール」小禄駅 

 寄贈式は、９月２４日（木）に豊見城警察署の主催で行われ、地域の安全対策の一環

として、正式に防犯カメラが引き渡されました。 

 本取り組みは、県内の生命保険会社の職員の皆さまよりご協力いただいている、福祉

募金を活用し実施しており、防犯カメラの寄贈は今年度で累計７台目となります。 

 沖縄県協会では、地域の皆さまがより安心して暮らせるまちづくりに貢献するため、

今後も防犯活動への支援を継続していきます。 


